
北八甲田山地における備形樹を中心とした

諸気候景観の地生態学的研究

栂)11 韓

I はじめに

山岳地域における編形樹の研究はこれまでも多い。それらの多くは，実測服、との比較や積雪の

分布などから偏形樹の形成要因を検討するというものや，偏形樹の偏形方伎を風向の指標として

扱うものであった(吉野1960，小J111臼74，国

本研究では，渦去に研究明iのない八甲田出

いて地生態学的昆地から考察する。すなわ

の関係が深いとみられる現象の分布と偏形替?と

小野寺1963など)。

よび雪田，

ついて論ずる

との関{系にお

という服、と

ついて

11 研究地域と研究方法

研究地域は， 八甲田山地のうちの出 (l325m入車倉岳(l548m入 (15 

50m)，大昔(l585m)，小暗(l478m)および、その時 る{第 1国九

調査地域内 帽よれば，年平均気温は で3. 6.C， rn] UJ麓で'9.3QCで，

雪深は 2月 で'400cm前後，同山麓て"300cm前後であるよ;

植生の概要辻， ないL1100m以下の ブナ手本カ>'f.憂占する o そ 山

苦はオオシラピ く分;布するが，東向き ではみられず，落葉広葉低木林，チシマザ

サ群落な 占する ハイマツ抵木林は標高1400m 山帯に分布する( 間-

Naito1975) 

調査地点は，

そして，各地点につき 3

各現日について測定した

{扇形方{立A，すなbち

として代表させ，

{長彰部と非{島ff三部の高さを

ひいた250m間隔のメソシュ 会
}

112地点設定した〈第 1関)。

もっとも関高の高いオオシラゼソをサンブんとして選ぴ，第 2匿の

している部分でもっとも長く枝めのびている方位をその樹木の偏形

Bと{扇形方位Cによって挟まれる角度を{扇形角度とした。また，

した(第 2図)。

{語形角度{ま挟いものほど偏形が強いといえる。この出現頻度を統計的にみると，ほぼま規分事

となったため，標準(扇桂を用いて 6つの階級にわけ， グレード 2 から r7 J とした。ニグ〉龍

偏形グレード r0 J とし，第 2留めタ千ブ立のようにある

でているというごく拐し斗語形;土語形グレード r1 J と

に，全く(扇形のなし

の枝が長くなっているけれ

した c したカfって，

ことになるコ

グレ… F10 から I7 J ま 8 グレードが設定された
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III 北八甲田山地における偏形樹の偏形方位と偏形グレ…ド

第 1国に調査地域全棒の{扇形方位から

布図をしめすの

きれる Aの反対)， グレード分

調査地域北西部の出E支部岳の山頂間関の地域では，西ないし北西の現によると思われる偏彰が

多く，田茂子立岳の山頂より東部では南患によると思われる偏形が多くなる c 赤倉岳北西のピーク

1521 m ) にのびる培根から /ト岳にかけては，聞ないし北西風によると思

われる{扇形がええ主主するコ

中合f台北部の尾根から井戸岳，大を結ぶ主陵縁より東側の地域では， i踊形方位が他地

域と比べて著しくいり重しれる。この地域は，偏形方1立のみならずf語形樹の形態や後述する構雪と

の関係，森林限界の持徴などでもあきらかに抱どことなった特徴を子βしているのこの地域を「山

段東側地域J，それ以外の地域を「出援西灘地域」と呼ぶこととする

偏形方!立の出現頻度の差異はUJ按東側地域と山控西側地域で明瞭に現れる。 LlJ稜西側i地域では

東ないし南東福形 2 が卓越するのに対し山稜東f窮地域では，北東端形が卓越する(第 3図 1)。
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第3国.(a)山積商脅j地場における
僧形方位出現親度

( b)山械東縄地壊における
傭影方位出現頻度

( c )全調驚地域にお詰る
傷形方位出現頻度



W 諸気候景観と偏形樹の対応関係

1 )消雪時期

消雪時期は，積雪深とただちに結びっくものではないが，前者は後者をある程度反映したもの

と考えられる。後藤(1988)は1987年の消雪時期の分布を調査している c これによると，山稜東

側地域では全般的に消雪時期が遅し雪国や谷でも消雪時期が遅い c

第4図.全調査地点における，樹高，偏形部の高さ，非偏形部の高さの分布図

第4図は，樹高，偏形部の高さ，非偏形部の高さを各地点ごとに平均して表したものである。

従来，樹木のうち積雪に覆われた部分は，風による偏形から保護きれ非偏形部分となるといわ

れている (吉野1960)。しかし本地域では， 1987年の消雪時期の分布(後藤1988)から積雪が多

いと考えられる山稜東側地域で，むしろ樹高全体にしめる偏形部の高きの割合が大き く，偏形部

分が樹木の全体を占めている偏形樹も山稜東側地域にのみ相当数観察された=そして，山稜西側

地域では樹高全体に占める偏形部の割合いが小きくなっている。

このことから，山稜東側地域に比べて積雪が少ないと推測される山稜西側地域でJL積雪が樹
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木の下部に非i扇形部分やつくるが，uJ 地域め遅L

るものであると考えられる合むしろ

2 )森林限界

を
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第 5毘(b)森林臨界以卦の地点における

偏酵グレード，需形方位出現鯛度

とそtLによヮて されるi来い

第 5凶 a，b.J はi扇形夕、レードと偏

比較したものである O

森林臨界ではグレードの大きいものが多く出現し，i長彰なしのサンブルはほとんどなかづた。

また，偏形志位も東ないしi装束f扇形に集中しだっ a方森林限界以外の地点では. 1.届彰グレードは

の出現頻変を森林限界. 外の.tt!!点にわけで

ノj、さく， f雇形なしの什ンブんもかなりあったっそして， í扇形方{立の集中も~.~い
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のことから，本培法の森林限界は，著しい(扇形樹によって特徴づけられるきわめて離しい環

境下に形成されたものといえる O

ところで?.];.i閏Jtl!t或の姦寺本臨

森林i虫界の位琶は

を るもっとも大き は気弘であるつしかし，

地形、 といったさまざFまな地問 fの佐合作患の結果と

して形成されると考えられる(横山1984。田中1986) 汁 ら推察すると，本地域の森

をおよはしていると考えら界を るきまざまな地出子;ム{扇形樹の形成にも大きな

iLる

とくに，問問から独立してそびえる山体において，森林限界などの託核;景観か勾iAι1'.で指定き

れる註歪よりも低くなる iL1J 現象」の!京国となる地凶 fのひとつには強!臣、カJムげられる(構山

1984) 4，地域の森林限界とそこでみられた著しい福ド棋は， ともにこの γt[jrn現象刊の現れ

あるとJ7えらiるコ

V ま r め

れまでのべてきたニとをまとめると，つぎのように要約きれるて

+，:地域の山陵東側地域と出花西側地域では偏Jf;間の形態， f品号三Jjf立の旬、拘iなどがおJjらかL

どなる

山段w.:1時jjをI或に比べ、 ないと推;WJされる山陵西同地域に;:i¥ iて;土，

噌 ~f:f品形部分をつくるか，山花束i斜地域の遅い

:まむしろ偏恥出の時戒を助長するものであるといえる

とそfLによ Jノて推;W]きれる i呆¥"¥菜

、小られる森林限界とそれを

してその両者;立ともに強!臥はもとよ 1)

噌よる Ulfn現象J とJ号えられる♂

る梓しい偏形樹のIHJには密議:な関係、があるつ

千実寸?， 日封、 地形， J虫1['[などのさまざまな1せよほ jへの

1 l主u院データについては匂ftJ!支deil!?ょにある八ql出口一フウぶイLlln1!!jfいi注目川1:どド斗出敏男三(670

m)のものを利用したっ期間(土、 1987年から1989年までの 3年間の 'F.tじである

もっとも伎ののびている存在に f偏形」をつけて， i扇形万1立を去す~東{話可3どは，東部jにも

とも枝めのびた婦形をさす

3 i f絹形Jii立の出現頻度とはもっとも枝めのびている方位の!制度である
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